
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

あけましておめでとうございます。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 校長 岩下 伸子  

2020年（令和２年）が、スタートしました。 

世界中が楽しみにしている東京オリンピック・パラリンピックの年、そして、学校においては変革の年、新学習

指導要領全面実施の年です。 

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、既に着々 と準備が進んでいます。4年に１度のスポーツの祭典。

選手の皆さんは自分の目標に向けて着々 と調整・精進していることでしょう。そして、きっと、今年の夏、日本中

が感動の渦に包まれることでしょう。楽しみですね。 

学校では、新学習指導要領の全面実施に向けて、準備を進めています。 

未来を担う子どもたちが、社会に出てからも学校で学んだことを生かせる 

よう、３つの力をバランスよく育んでいくことができるように工夫していき 

ます。≪人間性≫≪人間力≫を育んでいくことが重要となると考えます。 

さて、今日から３学期が始まりました。３学期は５１日間と短いですが、 

１月には「いきいき体操フェスティバル」「心班対抗大繩大会」「金管引継式」 

「NRT学力テスト」があり、２月には「節分集会」「スキー教室」「新１年 

生のための移行学級」があり、３月には「委員会引継」「６年生を送る会」 

「卒業式」があります。冬のスポーツを楽しみ、１年間の学習のまとめを行 

い、伝統の引継ぎを行う≪総まとめの学期≫です。 

子年は、子孫繁栄、生命の始まり、未来への可能性を秘めているともいわ 

れているそうです。新年を迎え、新たな気持ちで登校してきた子どもたち。雪のない穏やかな正月を迎え、楽しい

冬休みを過ごしてきた子どもたち。笑顔いっぱい・元気いっぱい登校してきた子どもたちが、健康で、充実した３

学期を送ることができますように、保護者の皆様、地域の皆様、どうぞ今年もよろしくご支援・ご協力をお願いい

たします。 

  上越市立下黒川小学校 
第 １３ 号 

令和２年１月８日発行 （回覧2月1日便） 
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アンケートの肯定的評価を基に検討しました。保護者・地域の皆様からご意見をお寄せいただけるとありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪まなびあう≫学びを楽しむ子・・・児童・保護者・職員アンケートより 
① 重点取組「『知りたい』『調べたい』と学習に取り組んだ」児童８５％以上 

 ⇒ 児童85.5% （１学期90.8％）、保護者80.6％、職員100% 

② 重点取組「分かったことを友達や家の人に伝えた」児童85％以上 

⇒ 児童84.2％（１学期84.2％） 、保護者89.6％、職員92% 

③ 評価項目「授業が分かる」児童90％以上⇒ 児童92.1%（１学期94.7％）、保護者83.2%、職員91% 

④ 評価項目「『外国語活動』の時間に進んで取り組んだ」低：90%以上、中：85%以上、高：80%以上 

⇒  児童93.4%（１学期94.8％） 低91.3%、中96.2%、高92.3%、保護者87.0%、職員100%  

⑤ 評価項目「本を読んだり調べたりするのが好き」児童80％以上 

⇒ 児童84.2％（１学期85.4％）  保護者65.0％、職員92% 

⑥ 評価項目「親子読書に取り組んだ」保護者75%以上⇒ 保護者80.6％（1学期76.3％ 昨年度50.7％） 

⑦ 評価項目「進んで家庭学習に取り組んだ」児童80％以上⇒ 児童89.5%（１学期89.5％）保護者63.7％、職員92％ 
・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 
 

①について、児童の肯定的評価は1学期より若干下回りましたが、目標値はクリアしています。 

②について、1学期と同じでした。保護者は児童よりも若干ポイントが高く89.6%でした。当校では、学んだこと・分かったこ

とを積極的に表現・発信する子どもたちを育てたいと思っています。「私はこう考えるよ。こんなことが分かったよ。こんなことを学

んだよ」と、互いに考えを伝え合い、学びが深まっていくように授業を工夫し、話し合い・伝え合う場面を多くしていきます。ご家

庭でも授業のことを話題にしていただけるとありがたいです。 

③について、2ポイントほど下がりましたが、目標値はクリアしています。教師自身も自分の授業の振り返りを行い、今後も一人

一人の子どもたちにとって、「分かる授業」を工夫していきます。そして、学級全体での学び合い、タブレットPCやICTを活用し

た授業など、より一層の工夫をしていきます。 

④について、１学期と同程度でした。低学年が10ポイントほど上がり、中・高学年のポイントが若干下がりました。学習内容が

難しくなる中、90％を超える高評価と考えます。11月6日の柿崎中学校区「外国語活動・外国語科を中核にした小中一貫教育の

推進」研究発表会において、他校の先生方から当校の取組についてお褒めの言葉をいただきました。また、6年生が堂々 と英語でや

り取りする授業の様子をたくさん褒めていただきました。「物おじせず、自分の考えを堂々 と英語で伝える」そんな姿に頼もしさを感

じました。子どもたちの自信に満ちた表情が印象的でした。今後も≪伝わる楽しさ・話せる楽しさ≫を大切にしていきます。 

⑤について、1学期とほぼ同程度でした。しかし、1学期に比べ、貸出平均冊数が40冊も増えました（1学期一人平均貸出冊数

31冊、2学期一人平均貸出冊数71冊）。 

⑥について、保護者評価が更に上がっていました。保護者の皆様のご協力に感謝申し上げます。 

⑦について、1学期同様約9割の児童が進んで取り組んだと答えています。1年生は10％もポイントが上 

がりました。個に応じた課題や自主学習などの工夫を提案しながら今後も進んで家庭学習に取り組もうとする習 

慣を大切にしていきます。今年度最後のＴＫＢ週間は、1月23日～29日です。最後の取組です。よろしくお願いいたします。 

≪学校について≫…保護者アンケートより 
① 本校が目指す子ども像は保護者の願いや希望に合っているか ➡ 保護者98.7% 

② 本校の教職員は子どもたちに適切に接しているか ➡ 保護者97.4% 

③ 本校の教職員は保護者に誠意をもって対応しているか ➡ 保護者97.4% 

④ 本校の施設設備は充実しているか ➡ 保護者90.9%（1学期92.1%、昨年度74.7%） 

⑤ 家庭では学習習慣が身に付くように努めているか ➡ 保護者90.9% 

⑥ 家庭では日頃からお子様とコミュニケーションを図っているか ➡ 保護者97.4% 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

①②③について、「目指す子ども像」や「教職員の子どもたちへの接し方」「教職員の保護者への対応の仕方」について高評価を

得ています。ありがとうございます。今後とも一生懸命取り組んでいきたいと思います。 

④の「施設設備」について、昨年度と比較すると高評価です。ランチルームや図書室の床を改修、教室にエアコン設置など、随

分改善されてきているからだと考えます。しかし、台風の影響でグラウンドの状況が悪くなったり、まだまだ改善の余地があるか

と思います。グラウンドについては市教委に依頼しているところです。ヤンキースの保護者の皆様が土や砂を運び、均してくださ

いました。ありがとうございました。 

⑤⑥について、各ご家庭でも、子どもたちとコミュニケーションを図り、家庭学習習慣が身に付くように一生懸命取り組んでく

ださっていることが分かります。ありがとうございます。感謝申し上げます。当校の6年生が毎年「全国学力学習状況調査」で県

平均・全国平均を上回ったり、NRT学力検査で全国平均を上回ったりするのは、学校での学習と家庭での予習復習の成果と考えま

す。自主的に取り組む習慣は子どもたちの財産になると考えます。 

【２学期学校評価】児童・保護者・職員アンケートより下記のとおりまとめました。報告いたします。 

https://www.irasutoya.com/2016/01/blog-post_851.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪きたえあう≫運動を楽しむ子・・・児童・保護者・職員アンケートより 
① 重点取組「めあてに向かって進んで運動に取り組んだ」児童90%以上 

⇒ 児童90.8%（92.1%） 保護者74.1 %、職員100%） 

② 重点取組「安全や健康に気を付けて生活した」児童85%以上 

⇒ 児童93.4%（88.1%） 保護者90.9%、職員83% 

③ 評価項目「家庭で決めたアウトメディアのルールを守った」児童80%以上 

⇒ 児童86.8%（84.2% ） 保護者71.5%、職員92%） 

④ 評価項目「ランチルーム給食で楽しく残さず食べた」児童80%以上 

⇒ 児童81.3%（81.6%） 保護者59.2％、職員100％ 
・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★ 

 ①について、子どもたちは「マラソン・駅伝大会」や「ダンスフェスティバル」に向けてめあてをもって取り組みました。2学

期後半からは、「イキイキ体操フェスティバル」に向けて、縄跳びや器械運動にも積極的に取り組みました。体育授業と合わせ、体

育的な学校行事を大切にし、学年や心班ごとに取り組むことによって、子どもたちは苦手なことにもいろいろ挑戦し、自信をもつ

ようです。3学期、「イキイキ体操フェスティバル」と3年生以上のスキー教室を実施します。楽しみです。 

②について、児童の肯定的評価は5ポイントほど上がりました。一人一人の子どもたちが意識をしているということです。廊下

を走る子も減ってきたようですが、まだまだ多いです。 

③について、1学期同様約8割の子どもたちが肯定的評価をしています。当校の子どもたちは他校に比べ、野菜や魚などもよく

食べる方だと思います。お代わりをする子どもたちも多いです。祖父母との同居家庭が多かったり、各家庭でいろいろ工夫して調

理してくださったりしているからだと思います。「家では食べないのに、学校では食べているようで感謝しています」という保護者

の方もいらっしゃいます。しかし「食べたことがないから嫌い」という子も多いです。学校では無理矢理食べさせるのではなく、

「少し食べてみよう」と声掛けをします。「食べてみたら美味しかった」「食べてみたら食べられた」という子もいます。毎週火曜

日に藤井栄養士が来校し、子どもたちに食育指導をしてくださいます。≪健康的な体は健康的な食事から≫と言われます。 

④について、児童の肯定的評価は同程度でした。「アウトメディアのルールを守る」については、引き続き、ご家庭でお子さんと

話し合っていただけるとありがたいです。 

≪みとめあう≫かかわりを楽しむ子・・・児童・保護者・職員アンケートより 

① 重点取組「進んであいさつをした」児童85%,保護者80%以上 

⇒ 児童94.7％（97.4%） 保護者79.2%、職員73.0% 

② 重点取組「『わくわく活動』を通じ、進んで人とかかわった」児童90%以上 

⇒ 児童89.5%（94.7% ） 保護者90.9%、職員92.0% 

③ 評価項目「私は誰かの役に立っている」児童80%以上⇒ 児童82.9%（75.0%）  保護者88.3%、職員100% 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★ 
 

①について、94.7%の児童が肯定的評価でした。『あいさつ1,000人大運動』の期間中や運営委員会が『あいさつ運動』を実

施している期間は、元気なあいさつの声が聞こえていました。しかし、期間が終了すると意識が下がってしまうような気がしま

す。あいさつが日常化するような手立てが必要なのでしょうか。保護者アンケート自由記述の中に、「当たり前のことが当たり前に

できる子（勉強等も大事だが、あいさつや準備、気持ちの切り替え、ご飯をたくさん食べる、自分の気持ちや体調を相手に伝える

等）に育ってほしい」という記載がありました。あいさつができることや人とかかわることは、子どもたちがこれから生きていく

上でとても大切なことであると考えます。 

②「については、若干下がりました。しかし、動物飼育活動や野菜や米の栽培活動、地域探検、地域を学ぶなどの活動は、自分

一人ではやり遂げることができない、友達や地域の方との協力・協働なしではやり遂げることができない学習です。実際、子ども

たちは協力しながら活動を進めています。その自分のがんばりを、≪ぼくはがんばった！私はがんばった！≫と、自分で自分を褒

めることができるようになることが大切だと考えています。そのことが③「私は誰かの役に立っている」に繋がり、自分から進ん

で声を掛ける①「進んであいさつをする」に繋がっていくと考えます。全校児童77名。一人一人が自分に自信をもち、それぞれ

の良さを十分発揮し、活躍してほしいと思っています。学校では、がんばっていることを可視化したり、メッセージとして届けた

りしていきたいと思います。ご家庭でも是非、子どもたちとあいさつを交わし、がんばりを褒めてあげてください。 

③について、目標をクリアすることができました。当校の子どもたちの全てが、友達や周りの人のために役立とうとがんばって

います。職員の評価は100%です。まだまだ上がっていくと考えます。 

今年度のアルミ缶活動・福祉活動のまとめとして、2月19日（水）に「第2回福祉の集い」を行います。よねやまの里の皆様

に2台の車椅子を寄贈できる予定です。これも誰かの役に立ちたいという子どもたちの思いのあらわれだと考えます。地域の皆

様・保護者の皆様の支えがあってこその活動だと感謝しております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

≪教育活動の見直し・PTA活動の見直しについて≫ 
 外国語活動・外国語科の授業が増えるため、３年生以上は35時間の授業時数を確保しなければいけません。現在、当校では水曜

日を年間15日だけ5限授業日を６限授業日とし、さらに様々 な学校行事等の精選・見直しを進め、35時間を生み出しています。 

いよいよ来年度から外国語活動・外国語科の授業が本格的に始まります。教師には教材研究の時間が必要となります。それらの時

間を生み出さなければなりません。また、「授業が分かる」と答える児童を１０0% にするために一人一人に合った支援方法を見直

し、授業研究を進める必要があります。プログラム教育、防災教育等の推進も求められています。 

しかし、学校ができることは限られています。地域やご家庭にお願いできることは、地域、保護者の皆様にお願いしていきたいと

思います。何とぞご理解のほど、よろしくお願いいたします。今年度、変更させていただいた主な教育活動は以下のとおりです。 

◎「しあわせタイム」を文化祭体験活動と一緒に開催させていただきました。老人会の皆様、ありがとうございました。 

◎文化祭の作品展示を絵画のみにさせていただきました。工作は参観日等に展示しました。 

◎２学期の通知表の所見をなくし、個別懇談会で丁寧にご説明させていただきました。保護者の皆様、ありがとうございました。 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

PTA活動については、今年度、教養部と厚生部が一緒になりました。専門部が1つ減りました。そのため、ＰＴＡ会報は年2

回発行、親子奉仕作業等は本部役員担当となりました。来年度は幹事が1名、教養厚生副部長１名、減となります。学校としても

PTA活動の縮小は必至と考えています。そんな中、運動会では中学生がボランティアとして用具係などを手伝ってくれました。と

ても助かりました。中学生の皆さん、ありがとうございました。 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

児童数・PTA会員数・役員数・職員数が減っても、やり方を工夫しながら、子どもたちの活動が充実するよ 

うな教育活動・PTA活動を展開していきたいと考えております。何よりも子どもたちの学力と体力が向上し、豊かな 

心が育っていく教育活動を大切にしていきたいと思っています。よろしくご協力のほど、お願いいたします。 

≪保護者自由記述「こんな子どもに育ってほしい・家庭で取り組んでいること」より≫ 
・いろいろな国の勉強をして、更に日本のことを深く知ってほしい。 

・食に関して、どのようにして食べ物として私たちに提供されているのかを知ってほしい（命）。 

・時間の切り替えができるように、すぐに怒らないようになってほしい。 

・いろいろなことに興味をもち、積極的に学ぶ人になってほしい。 
・人の痛み分かる人間になってほしい。 

・誰かのために何かができる子ども。人とのコミュニケーションが正しくとれる子どもになってほしい。 

・自分の思っていること、意見、要望を場面にとってはしっかり相手に伝えるように成長してほしい。 

・１対１で手をつなぎながら話を聞くようにしてほしい。 

・うそをつかない。ごまかしをしない。本番で実力を発揮しなければ何の意味もないと日頃から話している。毎日コツコツと勉強する。 

・明るく思いやりをもって誰とも仲良くできる子に育ってほしいと願っている。 

・身の回りのことは、自分でできるようになってほしい（自分から進んでやる）。自分で考えて行動できる子どもになってほしい。 

・困っている人がいたら、助けてあげるように話している。また、自分がされて嫌なことは他の人にもしないといつも話している。 

・相手の気持ちを考えて行動でき、自分の気持ちも相手に伝えられるようになってほしい。 

・自分の意思をはっきりと伝える。質問されたことにはっきりきちんと答えられるように、その場その場ではたらきかけている。 

・相手の立場や状況、気持ちを考えながら行動できるようになってほしい。忘れ物が多いので、なんとか改善できるように声掛けや見える

化をしている。 

≪保護者自由記述：その他より≫ 
◎学級便りで子どもたちの様子を伝えてくださるのでとてもありがたい。休日の親子の会話のきっかけになっています。 

◎子どもや家庭の状況を理解していただきありがたい。子どもに合った支援をしていただき、感謝している。 

▲週末（金曜の夜から月曜日にかけて）、階段の電気がずっとついていた。電気の消し忘れが多い気がする。 

▲夏休みの自由研究は、子ども一人でなかなかできず、結局いつも親がメインでやっている。子どもができるテーマにすればよいが、なか

なか難しい。同じ上越市内の学校でもいとこの子は自由研究がなく、問題集１冊と一言日記だけと聞くが、学校で違うものなのか。ある

程度統一してもよいと思いう。 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

 夏休みの課題について、職員でも見直しを検討しています。上記の感想のように夏休みの自由研究は、子どもたち一人ではなかな

かうまくいかないことも多いと思います。しかし、「親子で一緒にやる機会とし、親子のふれあいの機会とする」「無理だからしない」

「できることを一緒に考えて取り組ませる」等、やり方はあると思います。いずれにしても、≪親ばかりががんばる夏休みの課題で

は意味がない≫と考えています。都会では夏休みの課題を請け負う会社もあるとのこと。それでは全く意味がありません。 

問題集について、ご指摘のとおり、当校は多いです。夏休みにも冬休みにも春休みにも問題集が課されます。しかし、そのことに

よってきちんと復習がなされ、当校の子どもたちの学力の定着が図られているのだとしたら、やめて良いのか、継続すべきなのか、

学校としても悩むところです。夏休み帳などがなくても学習する習慣が定着していれば良いということです。 

今は、中学校も高校もたくさんの課題が長期休業やテスト前に出されるそうです。保護者の皆様のご意見をお聞かせください。 


